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不
妊
治
療
費
助
成
事
業�

飯
田
市
育
樹
祭�

乳
幼
児
福
祉
医
療
費�

給
付
制
度
の
変
更�

市
立
病
院
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

���

▼
市
立
病
院
放
射
線
治
療
開
始�

　
「
リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
」
更
新
に

　
伴
う
放
射
線
治
療
部
門
の
改

　
修
工
事
が
終
了
し
、
最
新
の

　
機
器
に
よ
る
放
射
線
治
療
を

　
開
始
し
ま
し
た
。
更
新
に
併

　
せ
て
世
界
最
大
の
開
口
径
を

　
有
す
る
Ｃ
Ｔ
も
導
入
し
、
救

　
急
医
療
現
場
や
、
体
格
の
大

　
き
い
患
者
さ
ん
の
撮
影
に
も

　
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

　
し
た
。�

▼
市
立
病
院
Ｒ
Ｉ（
核
医
学
）検

　
査
休
止�

　
市
立
病
院
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

　
Ｃ
Ｔ
設
置
工
事
に
伴
い
「
Ｒ

　
Ｉ
検
査
」
区
域
の
改
修
工
事

　
を
行
い
ま
す
。
工
事
の
た
め
、

　
６
月
末
ま
で
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行

　
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
検

　
査
を
要
す
る
患
者
さ
ん
に
は

　
事
情
を
説
明
し
、
検
査
機
器

　
の
あ
る
昭
和
伊
南
総
合
病
院

　
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
市
立
病
院
　
放
射
線
科�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５�

���

　
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
に
お

け
る
保
険
適
用
外
の
医
療
費
を

助
成
し
ま
す
。�

▼
助
成
の
要
件�

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
。�

○
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が

　
申
請
日
前
１
年
以
上
飯
田
市

　
に
住
所
を
有
し
て
い
る�

○
法
律
上
の
夫
婦�

○
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
以
外

　
の
治
療
法
に
よ
る
妊
娠
の
見

　
込
が
な
く
、
ま
た
は
極
め
て

　
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

　
て
い
る
こ
と�

○
夫
婦
の
前
年
の
所
得
（
１
月

　
〜
５
月
の
申
請
に
つ
い
て
は

　
前
々
年
）
の
合
計
が
６
５
０

　
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と�

○
長
野
県
が
指
定
す
る
指
定
医

　
療
機
関
に
お
い
て
不
妊
治
療

　
を
受
け
て
い
る
こ
と�

○
市
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
こ
と�

▼
助
成
金
の
額�

　
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
に
お

　
け
る
保
険
適
用
外
の
医
療
費

　
の
２
分
の
１
。�

※
年
１０
万
円
を
限
度
と
し
、
２

　
年
間
ま
で
と
し
ま
す
。�

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
細
は�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
・
問
合
せ�

　
保
健
課
　
健
康
推
進
係�

　
内
線
５
５
１
１�

���

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が

る
森
づ
く
り
の
た
め
、
育
林
作

業
を
体
験
し
な
が
ら
、
新
緑
の

中
で
の
一
日
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
５
月
２１
日
a�

　
午
前
８
時
４５
分
〜
午
後
２
時�

※
市
役
所
西
側
駐
車
場
に
集
合

　
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で

　
の
交
通
手
段
は
用
意
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
座
光
寺
財
産
区
有
林�

▼
内
容�

○
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
体
験�

○
記
念
木
配
布�

▼
持
ち
物
な
ど�

　
軍
手
、
作
業
の
で
き
る
支
度�

　（
履
物
は
運
動
靴
な
ど
）、雨

　
具�

※
簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
（
先
着
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
５
月
８
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
林
務
課�

　
内
線
３
５
３
１�

�������

　
４
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
福

祉
医
療
制
度
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。�

　
所
得
制
限
が
な
く
な
り
、
０

歳
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
、
入
院
・
外

来
の
医
療
費
に
つ
い
て
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
３
月
３１
日
時
点
で
乳
幼
児
福

　
祉
医
療
費
受
給
者
証
が
な
か

　
っ
た
方
は
、
健
康
保
険
証
と

　
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
を

　
持
参
し
、
市
役
所
保
健
課
医

　
療
給
付
係
、
り
ん
ご
庁
舎
市

　
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
請

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
３
月
３１
日
時
点
で
乳
幼
児
福

　
祉
医
療
費
受
給
者
証
が
あ
っ

　
た
方
は
申
請
の
必
要
が
あ
り

　
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係�

　
内
線
５
５
２
５�
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農
薬
の�

安
全
な
使
用
に
つ
い
て�

市
外
火
葬
場
利
用
補
助�

一
部
変
更
に
つ
い
て�

ム
ト
ス
飯
田�

ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業�

石
綿
健
康
被
害�

救
済
制
度�

4月の納税�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税�
(4月分)

5月1日(月)

交通事故発生状況�
（3月31日現在）�

件数・・・153件（－7）�

死者・・・       ・・　0人（－1）�

傷者・・・182人（－18）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

福祉事務所�
福祉課・児童課・介護高齢課�

は�

りんご庁舎２階�

にあります。�

本町１丁目再開発ビル�

���

　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
被
害
を
受
け
た
方
や
そ
の

ご
遺
族
に
対
す
る
迅
速
な
救
済

の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。�

　
制
度
内
容
や
手
続
き
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

▼
問
合
せ�

○
飯
田
労
働
基
準
監
督
署�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）２
６
３
５�

○
飯
田
保
健
所
保
健
予
防
課�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
３�

���

　
ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
で

は
「
ム
ト
ス
飯
田
ま
ち
づ
く
り

応
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。�

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
を
よ
り

良
く
し
よ
う
と
活
動
す
る
方
や

団
体
に
助
成
金
を
交
付
し
、
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応

援
す
る
も
の
で
す
。�

※
「
ム
ト
ス
」
と
は
、市
民
の
皆

　
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
「
〜
を

　
し
よ
う
と
す
る
（
セ
ム
ト
ス�

　
ル
）
」
と
い
っ
た
自
発
的
な

　
意
志
力
を
表
し
た
も
の
で
、

　
飯
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
合

　
い
言
葉
で
す
。�

▼
助
成
額�

　
事
業
費
、
活
動
費
の
７
割
以

　
内
と
し
、
１
件
当
た
り
２５
万

　
円
を
上
限
と
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
産
業
振
興
支
援
室
、
市
役
所

　
各
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、

　
公
民
館
に
用
意
し
た
申
請
用

　
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

※
要
項
・
申
請
用
紙
は
、市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。�

▼
申
請
締
切�

　
６
月
２２
日
e�

▼
提
出
先
・
問
合
せ�

　
ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会�

　（
産
業
振
興
支
援
室
内
）�

　
内
線
３
５
１
４�

���

　
安
全
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
農
産
物
を
作
る
た
め
、
農
薬

の
使
用
に
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。�

▼
散
布
方
法
に
つ
い
て�

○
安
全
性
が
証
明
さ
れ
た
登
録�

　
の
あ
る
農
薬
を
、
使
用
濃
度
、

　
使
用
量
、
使
用
期
間
と
そ
の

　
回
数
を
確
認
し
、
ラ
ベ
ル
記

　
載
の
方
法
で
使
う�

○
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

　
周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
、

　
他
の
作
物
、住
宅
、道
路
な
ど

　
に
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
風

　
向
き
や
散
布
方
法
に
注
意
す

　
る�

▼
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
へ

　
の
対
応
に
つ
い
て�

　
こ
の
制
度
は
、
残
留
基
準
の

　
設
定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
が

　
残
留
す
る
食
品
、
基
準
を
超

　
え
た
農
薬
が
残
留
す
る
食
品

　
の
流
通
を
禁
止
す
る
も
の
で

　
す
。（
５
月
末
に
導
入
さ
れ

　
る
予
定
で
す
）�

　
防
除
対
象
農
作
物
に
隣
接
す

　
る
農
作
物
に
農
薬
が
飛
散
し
、

　
残
留
し
な
い
よ
う
に
、
同
じ

　
ほ
場
内
で
の
複
数
品
目
の
作

　
付
や
、
収
穫
時
期
の
異
な
る�

�

品
種
の
作
付
を
で
き
る
か
ぎ
り

行
わ
な
い
な
ど
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。�

※
収
穫
時
期
が
近
づ
い
て
い
る

　
農
産
物
は
特
に
注
意
が
必
要

　
で
す
。
農
薬
散
布
前
に
、
近

　
隣
の
農
地
管
理
者
と
の
情
報

　
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

▼
残
液
の
扱
い
に
つ
い
て�

○
農
薬
は
残
液
が
出
な
い
よ
う

　
に
調
剤
し
、
残
液
な
ど
は
農

　
地
内
で
処
理
す
る�

○
道
路
で
は
農
薬
散
布
機
械
の

　
洗
浄
を
し
な
い�

※
水
質
汚
濁
事
故
防
止
の
た
め
、

　
農
薬
を
河
川
、
水
路
、
側
溝

　
な
ど
に
絶
対
流
さ
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

○
農
業
課
　
生
産
振
興
係�

　
内
線
４
８
１
２�

○
農
薬
に
関
す
る
問
合
せ�

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
３
６�

��������������

　
飯
田
市
に
住
所
が
あ
る
方
が

な
く
な
っ
た
場
合
で
、
市
外
の

斎
苑
・
火
葬
場
を
使
用
し
た
と

き
に
は
、
そ
の
使
用
料
と
飯
田

市
斎
苑
の
使
用
料
と
の
差
額
を

申
請
に
よ
り
補
助
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
市
外
火
葬
場
利
用
補

助
金
に
上
限
を
設
け
ま
し
た
。�

▼
補
助
金
の
上
限
額�

○
大
人
の
遺
体
の
場
合�

　
４
０
、
０
０
０
円�

○
子
供
の
遺
体
の
場
合�

　
２
８
、
５
０
０
円�

※
死
産
児
、
胞
衣
の
火
葬
に
つ

　
い
て
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。�

▼
問
合
せ�

　
環
境
課
　
環
境
衛
生
係�

　
内
線
５
２
４
１�

・
・
・�
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離乳期において、風邪をひいた時の食事
は、どうしたらよいでしょうか。�

Ｑ：�

Ａ：�　医師の治療を受けると同時に体を冷やさ
ないように気をつけ、安静にさせることが
大切です。風邪をひくと発熱して食欲が落ち、
下痢を伴うこともありますので、そのよう
な時は、無理に食べさせず、よく様子を見
ましょう。湯冷まし、ほうじ茶、薄めた果
汁などで水分を十分に与え、ビタミンＣの
補給にも心掛けましょう。�

ただし、かんきつ系のジュースは下痢を悪
化させる原因になるので、注意が必要です。�
　軽度の下痢の場合は、母乳もミルクもい
つもどおり与えます。（脱水症状のひどい
時は、医師の指示でミルクを薄めて与える
場合もあります）�
　特に離乳後期には、風邪で弱った体に体
力をつけるために、
良質のタンパク性食
品（豆腐・卵・鶏肉・
白身魚など）をさっ
ぱり味で調理したも
のを与えることが大
切です。�

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を�
歴
史
研
究
所�

５
月
の
月
例
研
究
会�

戦
傷
病
者
・
戦
没
者�

遺
族
援
護
相
談
所�

相 

談�

���

　
今
月
か
ら
「
緑
の
募
金
」
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
、
学
校
や
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
緑
化
、
森
林
の
保
護
、

国
内
外
で
の
緑
豊
か
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。�

　
募
金
は
隣
組
に
て
取
り
ま
と

め
、
市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁

舎
窓
口
、
各
支
所
・
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。�

▼
１７
年
度
の
募
金
報
告�

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

　
い
た
４
、６
３
４
、９
８
８
円

　
の
ご
厚
志
は
、
7
長
野
県
緑

　
の
基
金
を
通
じ
、
有
効
に
活

　
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
林
務
課�

　
内
線
３
５
３
１�

�������

　
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
し
た
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
日
ご
ろ
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

　
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
を
受

け
た
戦
傷
病
者
相
談
員
、
戦
没

者
遺
族
相
談
員
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。�

▼
日
時�

　
５
月
１１
日
e�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
合
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３�

���
　
歴
史
研
究
所
で
は
、
毎
月
１

回
研
究
所
員
が
研
究
内
容
を
報

告
し
、
意
見
交
換
を
行
う
研
究

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前
の

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
日
時
　
５
月
１３
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
内
容
「
丘
の
上
」
に
お
け
る

　
史
料
所
在
調
査
の
成
果
と
課

　
題�

　
こ
の
１
年
、
橋
北
・
橋
南
・

　
東
野
地
区
に
、
未
発
見
の
歴

　
史
資
料
が
な
い
か
探
し
て
き

　
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
成
果

　
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
新

　
し
い
事
実
に
つ
い
て
、
わ
か

　
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
資
料
の
発

　
見
を
目
指
し
て
、
ど
ん
な
課

　
題
が
積
み
残
さ
れ
て
い
る
か

　
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。�

▼
報
告
者�

　
多
和
田
雅
保
研
究
員�

▼
問
合
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

受動喫煙をなくすために
　大勢の人が利用する施設の管理者は、利用者
が受動喫煙をしないように、必要な措置をとる
努力をしなければなりません。対策の基本は、
空間分離と屋外排気です。禁煙区域に喫煙場所

からの煙が漂うような状況では、効果がありません。�
　受動喫煙によるガンの発症や病気の罹患など、健康へ
の悪影響をなくすため、ご理解・ご協力をお願いします。�

※受動喫煙：他人の吸うたばこの煙を吸わされること�

■問合せ　保健課　健康推進係　内線5511

りかん�
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環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー�

美
博
の
講
座
・
観
察
会�

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ�

実
行
委
員�

上
郷
考
古
博
物
館�

玉
造
部
の
会�

ま
が
た
ま�

���

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
小
学
校
５
年
生
以
上
の
方�

▼
活
動
内
容�

○
市
か
ら
お
願
い
す
る
環
境
に

　
つ
い
て
の
調
査
や
意
見
の
報

　
告�

○
自
然
観
察
会
な
ど
環
境
に
関

　
す
る
行
事
へ
の
参
加�

▼
任
期
　
約
２
年
間�

▼
募
集
人
数
　
１
１
０
人�

※
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
人

　
数
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。�

▼
報
酬
　
あ
り�

▼
応
募
締
切
　
５
月
１
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
６�
�������

▼
美
博
の
自
然
講
座�

　
伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

　
な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど

　
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

○
テ
ー
マ�

　
地
域
の
生
き
物
を
守
る
こ
と

　
は
な
ぜ
大
切
な
の
か�

○
日
時�

　
５
月
１８
日
e�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

○
講
師�

　
北
野
聡
氏
（
長
野
県
環
境
保

　
全
研
究
所
）
ほ
か�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

　（
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

　
へ
至
る
階
段
か
ら
直
接
入
る
） �

○
資
料
代
　
１
０
０
円�

▼
親
子
天
文
教
室�

　
宇
宙
の
不
思
議
な
世
界
を
学

　
び
ま
せ
ん
か
。�

○
対
象
　
親
子�

○
テ
ー
マ�

　
地
球
の
年
齢
と
星
の
一
生�

○
日
時�

　
５
月
２７
日
g�

　
午
後
３
時
〜
４
時
５０
分�

○
講
師
　
お
月
見
天
文
同
好
会

　
の
皆
さ
ん�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

○
申
込
締
切
　
５
月
２６
日
f�

▼
美
博
の
星
空
観
察
会�

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
の
話

　
を
聞
い
た
後
、
望
遠
鏡
で
星

　
を
観
察
し
ま
す
。�

○
テ
ー
マ�

　
春
の
大
曲
線
と
北
斗
七
星�

○
日
時�

　
５
月
２７
日
g�

　
午
後
７
時
〜
８
時�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

○
申
込
締
切�

　
５
月
２６
日
f

▼
追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

　
公
開
と
化
石
体
験�

　
長
谷
川
善
和
先
生
の
標
本
を

　
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
化
石

　
を
見
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　
化
石
を
題
材
に
し
た
楽
し
い

　
体
験
も
で
き
ま
す
。�

○
公
開
日�

　
４
月
３０
日
a
、�

　
５
月
３
日
-
・
７
日
a�

○
時
間�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時�

○
場
所�

　
追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室�

○
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
　

　
４
月
３
０
日
a
、５
月
７
日
a�

○
化
石
レ
プ
リ
カ
作
製�

　
５
月
３
日
-�

※
体
験
は
、
公
開
時
間
中
に
随

　
時
実
施
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
軟
ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い

石
で
勾
玉
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
５
月
７
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　
（
材
料
費
・
入
館
料
）�

▼
定
員
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
。�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
・

　
学
校
）、
電
話
番
号
を
明
記

　
の
上
、
往
復
は
が
き
ま
た
は

　
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
５
月
２
日
c�

　（
消
印
有
効
）�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org

�������

　
今
年
の
「
い
い
だ
人
形
劇
フ

ェ
ス
タ
」
は
、
８
月
３
日
e
〜

６
日
a
に
行
い
ま
す
。
実
行
委

員
と
し
て
、
企
画
・
運
営
を
行

っ
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
活
動
内
容
　
人
形
劇
の
公
演
、

　
人
形
劇
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
企

　
画
運
営
、
広
報
活
動
、
当
日

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
配
・
調

　
整
な
ど
。�

※
月
２
回
程
度
、
夜
間
・
休
日

　
に
会
議
や
作
業
を
行
い
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
事
務
局

　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
所

　
定
の
登
録
用
紙
を
送
り
ま
す
。�

▼
応
募
締
切
　
５
月
３１
日
d�

※
期
間
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　
タ
ッ
フ
は
後
日
募
集
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

　
行
委
員
会
（
文
化
会
館
内
）�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　festa2006@
iida-puppet.com

た
ま
つ
く
り
べ�
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10265（22）4511

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

前
期
教
養
講
座�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

夏
の
菓
子
づ
く
り
講
座�

講座名�

英会話�

エアロビクス�

華道�

パソコン�

楽しい�
書道講座�

料理�

ヒップホップ�

フラメンコ�

メイク�

テニス�

曜日�

火�

水�

水�

水�

木�

木�

金�

金�

金�

金�

講師�

ジュリア・押田先生�

池上みどり先生�

華道家元池坊教授�
小松　久美子先生�

飯田ゆめみらい�
ＩＣＴカレッジ�
伊藤康彦先生�

飯田書人会代表�
幽石書道教室主宰�
加山雅三先生�

管理栄養士�
後藤よね子先生�

竹村聡美先生�

高木理恵先生�
松島里美先生�

SpicSalon飯田店�
遠山朱美先生�
市村香理先生�

中本大志先生�

期間�

6 月 6 日�

8 月 8 日�

6 月 7 日�

8 月 9 日�

6 月14日�

8 月23日�

6 月21日�

8 月30日�

6 月 1 日�

8 月 3 日�

6 月 8 日�

8 月10日�

6 月 2 日�

8 月 4 日�

6 月16日�

7 月14日�

6 月23日�

7 月21日�

6 月 9 日�

8 月11日�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

時間�

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：00
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

19：30
〜�

21：00

定員�

16

20

18

20

18

16

20

10

8

12

運営費�

5,000円�

1,500円�

10,000円�
（お花代含む）�

6,000円�

4,500円�
（用具代含む）�

8,000円�
（材料代含む）�

1,500円�

1,500円�

6,000円�

1,500円�

内容�

（10回）�

（10回）�

（10回）�

（10回）�

（10回）�

（10回）�

（10回）�

（5回）�

（5回）�

（10回）�

日常会話、旅で役立つ英会話など､
英会話の基本形を分かりやすく楽
しく学びます。�

有酸素運動で元気に！ヨガストレ
ッチも取り入れて効果的に運動し
ます。�

盛花、自由花、生花など、花それ
ぞれの特長を生かした活け方を学
びます。�

文書作成、表計算、グラフ作成、
インターネットなどを学びます。�

日常生活に役立つ文字の習得を中
心に、細筆、太筆を使って基礎か
ら学びます。�

健康な生活には食事が大切！バラ
ンスのとれた食事のための調理技
術を学びます。�

若者に人気のあるダンスです。音
楽にのって踊れば、気分もリフレ
ッシュします。�

歌とギターの演奏に合わせて踊り、
年齢・性別に関係なく誰でも楽し
めます。�

メイクの悩みや希望を聞きながら、
メイクの仕方を学びます。�

初心者を対象に、試合形式で技術
を学びます。�

動物園の�
休園日�

■問合せ�
　動物園�

0265（22）0416

  4 月17日b◆24日b�
◆28日f    

 5 月 8 日b◆10日d�
　◆15日b◆22日b

勤労青少年ホーム前期教育講座�

���
▼
対
象�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方
。�

▼
講
座
内
容
　
下
記�

▼
受
講
料�

　
１
、
３
０
０
円�

▼
利
用
者
登
録
料�

　
１
、
５
０
０
円�

　（
１
年
間
）�

※
こ
の
ほ
か
、
各
講
座
ご
と
に

　
運
営
費
が
か
か
り
ま
す
。�

▼
特
典�

　
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
場
の
特
別
割
引
が
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
お
越
し
い
た

　
だ
き
、
費
用
を
添
え
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
受
付
時
間�

○
月
曜
日
〜
土
曜
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
日
・
祝
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
５
月
１
日
b
〜
３１
日
d�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

���

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方
。�

▼
日
時
　
５
月
１５
日
b�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分�

▼
講
師
　
原
隆
澄
氏�

　
（
は
と
錦
専
務
）�

▼
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円�

▼
定
員
　
１６
人
（
先
着
）�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾�

▼
申
込
受
付
開
始
　
４
月
２１
日
f�

▼
受
付
時
間�

○
月
曜
日
〜
土
曜
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
日
・
祝
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

����
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市
で
は
、
地
域
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く

　
市
で
は
、
地
域
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
う

え
で
基
本
と
な
る
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
全
市
的
な
市

え
で
基
本
と
な
る
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
全
市
的
な
市
民

会
議
や
市
内
全
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

会
議
や
市
内
全
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
中
間
的
な
成
果
を
「
国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画

　
そ
の
中
間
的
な
成
果
を
「
国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画（
素
案
素
案
）」
と
」
と

し
て
ま
と
め
、
今
回
の
広
報
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で

し
て
ま
と
め
、
今
回
の
広
報
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
計
画
の
策
定
後
は
、
こ
れ
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体

　
こ
の
計
画
の
策
定
後
は
、
こ
れ
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的

な
個
別
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
個
別
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
市
で
は
、
地
域
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
う

え
で
基
本
と
な
る
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
全
市
的
な
市
民

会
議
や
市
内
全
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
中
間
的
な
成
果
を
「
国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画（
素
案
）」
と

し
て
ま
と
め
、
今
回
の
広
報
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
計
画
の
策
定
後
は
、
こ
れ
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的

な
個
別
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
国
土
利
用
計
画
と
は�
�

　
現
在
論
議
し
て
い
る
土
地
利

用
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
や

土
地
利
用
の
方
向
な
ど
を
示
す

も
の
で
、
法
律
の
定
め
に
よ
っ

て
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
今
後
策
定
す
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど

の
基
本
に
も
な
り
ま
す
。�

　
市
で
は
、
平
成
７
年
に
最
初

の
国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
会
・
経
済
の
成
熟
化
や
人
口

減
少
な
ど
、
時
代
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

今
回
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

��

　
　
基
本
と
す
る
理
念�

�

　
土
地
は
私
有
財
産
で
す
が
一

方
で
は
、
現
在
・
将
来
の
国
民

の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な
資

源
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
活
・�

生
産
に
関
す
る
諸
活
動
を
行
う

た
め
の
社
会
共
通
の
基
盤
で
す
。

ま
た
、
美
し
い
自
然
や
景
観
に

恵
ま
れ
た
土
地
は
市
民
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
土
地
は
私
有

で
あ
っ
て
も
公
共
的
意
味
合
い

の
強
い
資
産
と
言
え
ま
す
。�

　
そ
の
認
識
に
基
づ
き
、
飯
田

市
全
体
・
各
地
域
の
持
続
可
能

な
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
土

地
を
計
画
的
か
つ
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
を
、
土
地
利
用
の
基

本
理
念
と
し
ま
す
。�

�

　�　
計
画
に
お
け
る
重
要
事
項�

�

▼
持
続
可
能
性
の
保
持
と
環
境

負
荷
の
低
減�

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
文

化
の
継
承
に
努
め
、
社
会
の

持
続
性
を
保
持
し
ま
す
。�

　
地
球
環
境
保
全
を
推
進
し
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
ま
す
。�

　
社
会
資
本
は
効
率
的
効
果
的

に
維
持
整
備
し
ま
す
。�

�

▼
歴
史
に
学
び
防
災
を
重
視
し

た
土
地
利
用�

　
地
域
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
全
で

安
心
な
生
活
や
仕
事
を
営
ん

で
い
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。�

▼
自
然
環
境
、
特
に
水
と
緑
を

保
全
し
創
出
す
る
土
地
利
用�

　
自
然
環
境
は
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
た
め
、
保
全
し
、

可
能
な
限
り
創
出
し
ま
す
。�

�

▼
地
域
の
自
立
し
た
経
済
活
動

を
支
え
る
土
地
利
用�

　
効
率
的
な
経
済
活
動
の
た
め
、

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
経

済
活
動
を
支
え
、
活
力
あ
る

地
域
形
成
に
つ
な
が
る
土
地

利
用
を
進
め
ま
す
。�

�

▼
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
、
保

全
す
る
土
地
利
用�

　
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
の

も
と
、
暮
ら
し
、
農
業
、
文

化
活
動
な
ど
の
営
み
が
伝
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
継
承
し
、
歴
史
的
資
産
を

保
全
し
て
い
き
ま
す
。�

�

▼
農
地
を
確
保
し
、
適
切
に
維

持
す
る
土
地
利
用�

　
農
地
は
人
々
が
生
き
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
な
食
料
を
生

産
す
る
場
で
あ
り
、
生
態
系

の
維
持
を
含
め
た
環
境
の
保

全
や
飯
田
市
固
有
の
景
観
形

成
上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
地
を
確

保
し
、
適
切
に
維
持
し
て
い

き
ま
す
。�

国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画
素
案
に
ご
意
見
を

国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画
素
案
に
ご
意
見
を

国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画
素
案
に
ご
意
見
を
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８
〜
９
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

地
域
類
型
別
の
土
地
利
用
の

基
本
方
向
を
お
示
し
し
ま
す
。�

利用区分別の将来の目標値�

基準年�
Ｈ16
目標年�
Ｈ28
増減面積�

利用区分�

宅地�

小計�住宅地�工業用地�
商業用地�
業務用地�
（その他宅地）�

2,078 1,311 157 610

2,176 1,390 175 611

98 79 18 1

農用地�

3,270

3,150

▲120

森林� 原野�

55,528 175

55,486 175

▲42 0

森林・原野�

663 1,568 2594 65,876

658 1,720 2511 65,876

▲5 152 ▲83 0

道路�公共用地�（その他）�合計�
水面�
河川�
水路�

955

955

0

市街地�
（人口集�
中地区）�

（単位：ha）�

�

　
飯
田
市
計
画
の
基
本
指
針�

��
▼
持
続
可
能
な
地
域
構
造
に
転

　
換�

�

○
「
計
画
に
基
づ
く
土
地
利
用
」

を
基
本
と
し
ま
す
。�

○
土
地
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

「
使
い
捨
て
」
を
抑
制
し
、

宅
地
の
総
量
を
著
し
く
増
加

さ
せ
な
い
方
針
と
し
ま
す
。�

○
土
地
の
流
動
化
※
を
促
進
し

ま
す
。�

※
土
地
の
流
動
化
は
宅
地
の
流
動
化

と
農
用
地
の
流
動
化
に
区
分
さ
れ

ま
す
。�

・「
宅
地
の
流
動
化
」
の
促
進
と
は
、

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
宅
地

の
売
買
や
賃
借
取
引
の
増
加
を
促

進
す
る
こ
と
で
す
。�

・「
農
用
地
の
流
動
化
」
の
促
進
と
は
、

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地

を
新
規
営
農
者
・
農
業
法
人
・
市

民
農
園
耕
作
者
な
ど
に
利
用
権
を

与
え
る
な
ど
し
て
、
適
切
な
耕
作

と
維
持
管
理
を
行
い
、
農
地
の
所

有
・
耕
作
形
態
の
多
様
化
を
図
る

こ
と
で
す
。�

�

○
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た

都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
を
原
則
に
、

土
地
利
用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。�

�

▼
拠
点
連
携
型
地
域
構
造
の
推

　
進�

�

　
各
地
域
の
個
性
を
活
か
し
、

保
ち
つ
つ
市
全
体
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
「
拠
点
」
を
設
定
し
、
必
要

な
機
能
を
集
約
し
て
い
き
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
拠
点
そ
れ
ぞ
れ
が

機
能
分
担
し
な
が
ら
も
全
体

と
し
て
連
携
し
や
す
い
構
造

に
し
ま
す
。�

○
中
心
拠
点�

　
「
丘
の
上
」�

　
各
種
業
務
・
行
政
の
機
能
や

特
色
あ
る
商
業
、
居
住
な
ど

の
都
市
機
能
の
充
実
と
活
用

を
図
り
ま
す
。�

○
地
域
拠
点�

　「
市
役
所
支
所
、
公
民
館
周
辺
」�

　
地
区
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

○
交
流
拠
点�

　
「
天
竜
峡
エ
コ
バ
レ
ー
地
域
」�

　
名
勝
天
竜
峡
や
周
辺
の
観
光

資
源
と
の
連
携
を
強
め
、
環
境
・

産
業
・
生
活
の
新
た
な
交
流

を
生
み
出
し
ま
す
。�

��

　
利
用
区
分
別
の�

　
将
来
の
目
標
値�

�

　
市
内
の
土
地
を
、
宅
地
、
農

用
地
、
森
林
・
原
野
、
水
面
・

河
川
・
水
路
、
道
路
、
公
共
用

地
な
ど
の
利
用
区
分
に
分
け
、

区
分
ご
と
に
目
標
を
設
定
し
て

利
用
し
て
い
き
ま
す
。�

（
各
利
用
区
分
ご
と
の
目
標
値
は

下
表
の
と
お
り
）�

※
国
土
利
用
計
画
飯
田
市
計
画

の
目
標
年
次
は
平
成
28
年
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
年

次
に
お
け
る
人
口
、
世
帯
は

次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
ま
す
。�

・
人
口
　
1
0
6
、
0
0
0
人
�

・
世
帯
　
3
7
、
6
0
0
世
帯
�

　
利
用
区
分
別
の�

　
土
地
利
用
の
基
本
方
向�

�

▼
宅
地�

○
計
画
的
な
整
備
を
図
り
、
住
宅
・

商
業
地
の
総
量
を
著
し
く
増

加
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。�

○
災
害
に
対
す
る
宅
地
の
安
全

性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。�

○
周
辺
環
境
や
景
観
に
配
慮
し

た
開
発
を
誘
導
し
、
緑
あ
ふ

れ
る
良
好
な
環
境
を
形
成
し

ま
す
。�

○
一
定
規
模
以
上
の
集
客
施
設

用
地
は
、
適
正
な
用
途
地
域

な
ど
へ
誘
導
し
、
郊
外
へ
の

立
地
を
抑
制
し
ま
す
。�

�

▼
農
用
地�

○
農
地
は
重
要
な
地
域
資
源
で

あ
り
、
良
質
な
景
観
保
全
の

た
め
に
も
、
優
良
農
用
地
を

維
持
・
活
用
し
ま
す
。�

○
多
様
な
農
業
を
安
定
的
に
行

う
た
め
、
農
用
地
を
確
保
し
、

農
用
地
の
宅
地
な
ど
へ
の
転

用
を
抑
制
し
ま
す
。�

○
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
原

則
的
に
農
用
地
と
し
て
活
用

を
図
り
ま
す
。�

�

▼
森
林
・
原
野�

○
災
害
防
止
・
水
源
確
保
・
生

態
系
の
維
持
・
自
然
環
境
の

保
全
・
景
観
形
成
な
ど
公
益

的
機
能
が
あ
る
た
め
、
積
極

的
に
保
全
し
ま
す
。�

○
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
体
験
、

交
流
、
観
光
な
ど
の
場
と
し
て
、

多
面
的
に
活
用
し
ま
す
。�

�
▼
水
面
・
河
川
・
水
路�

○
安
全
確
保
の
た
め
、
災
害
に�

備
え
て
改
修
・
整
備
を
進
め
、

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
す
。�

○
河
川
・
水
路
の
水
質
保
持
と

安
定
水
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。�

○
多
自
然
型
で
親
水
性
の
あ
る

水
辺
環
境
の
維
持
、
創
出
に

努
め
ま
す
。�

▼
道
路�

○
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
早
期

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。�

○
緊
急
性
・
必
要
性
の
高
い
路

線
か
ら
計
画
的
に
整
備
し
、

適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。�

○
土
地
利
用
計
画
と
連
動
し
た

計
画
的
な
交
通
体
系
の
整
備

に
努
め
ま
す
。�

○
防
災
性
の
向
上
や
住
環
境
の

保
全
の
観
点
か
ら
、
必
要
な

道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。�

○
誰
も
が
安
全
・
安
心
・
快
適
で
、

景
観
的
に
も
美
し
い
道
路
デ

ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。�

▼
公
共
用
地
な
ど
（
そ
の
他
）�

○
必
要
な
公
共
用
施
設
用
地
を

計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。�

○
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
重
要

な
施
設
は
、
中
心
市
街
地
を

中
心
に
総
合
的
に
判
断
し
て

整
備
・
再
配
置
し
て
い
き
ま
す
。�

○
地
域
内
の
主
要
な
公
共
施
設

は
地
域
拠
点
な
ど
に
集
約
し

ま
す
。�

○
道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
都

市
施
設
は
、
将
来
に
わ
た
る

持
続
可
能
性
を
十
分
考
慮
し

整
備
・
維
持
し
ま
す
。�



その他の地域

主要幹線沿道ゾーン【国道153号など主要
幹線沿道の適正利用を図る】�

○周辺の農用地が「虫食い的」に開発され
ないように、計画的な土地利用を行います。
特に大規模集客施設の出店にあたっては、
計画的に誘導・規制します。�

○建築物や看板などの工作物は、周辺の景
観と調和したものとします。��

段丘崖の緑の保全ゾーン
　段丘崖の緑は、市特有の連続的な緑空間で、
災害抑制の役割も担っています。また、
天竜川・松川沿いなどは水辺の憩いの場
となっています。これらの緑、水の連続
性を確保し、失われた緑の再生を図ります。��

産業活動振興ゾーン
○地域経済の自立性の向上と雇用の確保など、
既存企業の規模拡大や、地域にあった企
業誘致のため、良好な地域環境が保たれ
た産業活動振興ゾーンを作ります。�

○天竜峡エコバレー地域は、環境に配慮し
た企業などの集積を推進するとともに、
多様な交流ゾーンを配置し、循環型社会
のモデル地区として整備を図ります。��

新たな交流促進ゾーン
○三遠南信自動車道のインターチェンジ周
辺は、観光農業、体験農業などの交流ゾ
ーンとして観光農園や関連施設を整備す
るなど、地域の特性を活かした振興を図
ります。また、必要に応じて土地利用に
ついて、計画を策定していきます。�

田園里山地域（農村集落、農地を中心としていく地域）�
�
　良好な営農環境、田園景観や生活環境の
保全と向上を基本とします。�
　農振農用地区域から除外された後も、他
の用途に活用されていない農用地は、原則
として再編入をします。�
　地区計画や景観の協定など地区の実情に
あったきめ細かな計画をつくります。�
�
農住環境調和ゾーン
【市街化を抑制し、農住環境の調和を図る】�
○まとまっている農用地は、優良農用地と
して位置づけて、保全を図ります。�

○「虫食い的」な宅地化を原則として抑制し、
低密度な市街地の拡大を防止します。�

○所有形態の如何にかかわらず農用地を有
効利用できるしくみの導入を図ります。�

�
農業振興里山活用ゾーン
【自然環境を活かして農業を育成する】�
○地域内の食料自給率や生産性を向上させ
るため、農用地を保全します。�

○農林業を活性化し、交流人口を増加させ
るためにも、農用地や里山の多角的な活
用を図ります。�

○地域コミュニティー維持や農村景観保全
のため、空き家の活用や、計画に沿った
必要な住宅地を確保します。�

市街地（市街地として維持・整備していく地域）�
�
　密集市街地では、道路整備や災害に強いまち
づくりを進めます。�
　用途地域の指定・見直しを行い、きめ細かな
地区計画などの策定を進めます。また、景観に
配慮した街並み形成を進めます。�
�
都市機能集積ゾーン
○行政、交通拠点機能や商業・業務・文化・福
祉施設などの都市機能を充実させ、積極的に
活用を図ります。�
○「まちの顔」として、歴史的・文化的資源や
街並みなどを活かします。また、身近な緑を
増やし、潤いある都市空間にしていきます。�
○街なか居住を推進し、歩いて暮らせるまちを
目指します。�
�
生活環境形成ゾーン【主に住宅系市街地として
生活環境を良好に保つ】�

○住宅地を中心とした生活環境を保全し、その
周辺の農地や景観との調和を図ります。�
○ゆとりのある緑豊かな、低層住宅地の形成を
図ります。�
○既に社会資本整備が進み、市街化が進行した
地区は用途地域へ編入します。�

国道�
152号�
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山間地域

地域類型別の土地利用の基本方向
地域の特性や課題を踏まえ、土地利用の視点から飯
田市を分類し、それぞれの基本方向を定めます。�

地域拠点

�
自然的利用ゾーン
○災害防止と水源確保のため、保安
林を増やし、開発を制限します。�
○適正な植林・間伐を推進し、針葉
樹・広葉樹などがバランス良く配
置された多様性のある持続可能な
森林づくりを進めます。�
○森林環境教育や健康づくりの場と
して、多面的に活用していきます。�

�
�
市役所支所や公民館などが立地する
場所は、地域の中心として、今後とも、
行政サービスや福祉・医療施設など
日常生活を支える機能の集積を図り
ます。�

中央自動車道� 国道�
153号�

国道�
151号�

国道�
152号�
国道�
152号�

国道�
418号�

ＪＲ�
飯田線�

国道�
256号�

三遠南信�
自動車道�

中央自動車道� 国道�
153号�

国道�
151号�ＪＲ�

飯田線�

国道�
256号�

三遠南信�
自動車道�

連絡先・問合せ�
〒395-8501�
飯田市大久保町2534�
飯田市役所　企画課土地利用計画係�
1 0265 （22） 4511　内線2251�
ＦＡＸ  0265 （53） 4511�
Ｅメール ikikaku@city.iida.nagano.jp

ご意見受付期間

５月８日(月)まで

　第２次国土利用計画飯田市計画（素案）に関するご意見を下の
連絡先まで郵送、Ｅメール、ＦＡＸでお寄せください。
　計画素案の詳細は、市ホームページ、市役所２階企画課、りん
ご庁舎、各支所・自治振興センター・公民館でご覧いただけます。

（ホームページ　http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/tochikeikaku/）�

� 2006.4.15［広報いいだ］�

10265（22）4511



大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

飯田市の人口（3/1現在）■人口＝108,020人（前月比－86）男51,844人／女56,176人  ■世帯＝37,273戸（前月比－43）�

市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

［広報いいだ］2006.4.15 ��

ほっとらいんＩＩＤＡ�
オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

1チャンネル�

2チャンネル�

3チャンネル�

4チャンネル�

内容・時間�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�
　 5月の番組は「人材誘導事業」の予定です。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　6：50　9：20　12：00　18：50　20：20　23：20

いいだＦＭ�

76.3ＭＨｚ�
飯田ケーブルテレビ�

 5月15日～21日   　９：30～　18：00～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 　 放送時間�

■問合せ　情報推進課　内線2124

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい�
　ます。お問い合わせください。�

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

2 チャンネル�

「かざこし歳時記」5月番組表�
放送曜日�
�
�

月曜日�
�
�
�
�

火曜日�
�
�
�
�

水曜日�
�
�
�
�

木曜日�
�
�
�
�

金曜日�

番　組　名� 内　　　容�
いいだの旬�
公民館リレー�
ニュースイン119�
さわやか健康�
くらしと環境�
市役所情報�
ピックアップ飯田�
広報いいだの紹介�
市民の安全110番�
消費生活メモ�
保育園だより�
本の散歩道�
伊那谷の自然�
伊那谷の歴史�
ふれあい福祉�
小学校だより�
元気ママ�
サークル紹介�
大好き農業�
いきいきライフ�
中学校だより�
観光情報�

いいだ、文化の窓�
［文化会館・美博�
  図書館情報］�

第何週�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�

4�
�

〜�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方
　 また は 　 �
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月９日（火）�
１３:００～１６:００�

４月２８日（金）�
５月１２日（金）�
１３:３０～１６:００�

５月１４日（日）�
５月２１日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

市議会本会議開会日（午前10時～終了
まで）は、議会中継を放映します。�

チャンネル�5

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月１６日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�
毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

５月１２日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

国税に関する相談� ５月２４日（水）�１０：００～１５：００�市役所本庁舎１階�
税務課�
内線５１４１�

ポルトガル語相談� 男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

1週間の市内の話題を取材し紹介�
公民館の活動を紹介�
消防署と消防団による消防広報�
健康に関しての番組�
環境保全活動の紹介�
市役所各課からの広報�
月を振り返って、市の行事を取材し紹介�
「広報いいだ」1日号の紹介�
安全に関する情報広報�
消費生活に関する情報番組�
上郷南・上郷北・千代（千栄）・さくら（久米）・飯田仏教保育園の紹介�
本の読み聞かせ�
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介�
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット�
ボランティア・催し物・行事など紹介�
上久堅・千代・和田・千栄小学校の紹介�
川路公民館のママさんグループを紹介�
南信濃公民館のグループやサークルを紹介�
農業に関係した活動や、事業を紹介�
いきいきと暮らす高齢者などを紹介�
竜峡・飯田西・遠山・旭ヶ丘中学校の紹介�
飯田の観光情報の紹介�
文化会館の事業の紹介�
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介�
図書館の行事や話題の本などの紹介�


